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原発なくせ原発なくせ

　
猛
暑
と
な
っ
た
16

日

の
東
京
・
代
々
木
公
園
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
大

江
健
三
郎
さ
ん
ら
９
人

が
呼
び
か
け
た
「
さ
よ
う

な
ら
原
発
10
万
人
集
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
手
に
は
、

「
再
稼
働
反
対
」「
福
島
を

返
せ
］
な
ど
と
書
い
た
プ

ラ
カ
ー
ド
や
う
ち
わ
、
太

鼓
な
ど
の
鳴
り
物
。
全
国

の
「
原
発
い
ら
な
い
」
の

声
が
一
堂
に
集
ま
り
ま

し
た
。

　
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
以
降
、
「
原
発

な
く
せ
」
と
い
う
市
民
の

声
は
高
ま
る
ば
か
り
で

す
。

 

首
相
官
邸
前
で
の
市
民

の
抗
議
行
動
は
、
週
を
お

う
ご
と
に
参
加
者
が
増

加
。
連
帯
行
動
も
広
が

り
、
再
稼
働
を
強
行
す
る

野
田
政
権
を
包
囲
し
て

い
ま
す
。

7月16日
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「
原
発
な
く
せ
」
の
運
動
が
空
前
の
規

模
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
の

深
刻
な
実
態
、
被
害
が
拡
大
し
つ
づ
け

る
福
島
の
現
実
が
世
論
を
大
き
く
変
え
ま

し
た
。
「
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
」
へ
の
政
治
決

断
を
の
声
を
大
き
く
あ
げ
る
と
き
で
す
。

　
政
府
、
関
西

電
力
は
東
京
電

力
福
島
第
１
原

発
事
故
の
原
因

の

究

明

が

終

わ
っ
て
い
な
い

の
に
、
大
飯
原

発
を
再
稼
働
さ

せ
ま
し
た
。

　
５
日
、
公
表

　
原
発
を
ま
と
も
に
規
制
す

る
機
関
が
な
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
事
故
は
人
災
」
と
断
じ

た
国
会
事
故
調
の
報
告
書
に

は
「
規
制
す
る
立
場
と
さ
れ

る
立
場
の
『
逆
転
関
係
』
」
が

起
き
て
、
「
原
子
力
安
全
に

つ
い
て
の
監
視
・
監
督
機
能

が
崩
壊
し
て
い
た
」
と
結
論

づ
け
ま
し
た
。

　
規
制
機
関
の
あ
り
方
が
抜

本
的
に
問
わ
れ
て
い
る
の

に
、
経
済
産
業
省
原
子
力
安

全
・
保
安
院
な
ど
問
題
を
指

摘
さ
れ
た
組
織
は
今
も
続
い

て
い
ま
す
。

　
福
島
第
１
原
発
事
故
を
踏

ま
え
た
被
害
想
定
も
さ
れ
て

お
ら
ず
、
周
辺
住
民
の
避
難

対
策
が
整
備
さ
れ
る
見
通
し

も
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
再
稼

働
を
強
行
す
る
こ
と
は
再
び

「
人
災
」
を
繰
り
返
す
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

さ
れ
た
国
会
の
福
島
原
発
事

故
調
査
委
員
会
の
報
告
書
は

「
重
要
な
点
に
お
い
て
解
明

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
」
と
、
今
後
の
実
証
的
な

検
証
・
調
査
を
求
め
て
い
ま

す
。

　
政
府
は
30
項
目
の
安
全
対

策
を
求
め
た
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
免
震
事
務
棟

（
２
０
１
６
年
３
月
ま
で
に

完
成
）
な
ど
、
時
間
の
か
か

る
対
策
は
先
送
り
し
て
も
構

わ
な
い
と
い
う
対
応
で
す
。

そ
の
間
に
重
大
事
故
に
つ
な

が
る
地
震
や
津
波
が
来
な
い

と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
大
飯
原
発
が
ど
の
よ
う
な

地
震
や
津
波
に
襲
わ
れ
る
の

か
。

　
最
近
、
全
国
の
原
発
で
従

来
の
活
断
層
の
評
価
が
覆

り
、
大
飯
原
発
周
辺
の
複
数

の
断
層
が
連
動
し
た
場
合
の

揺
れ
が
、
基
準
を
上
回
る
計

算
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
大
飯
原
発
敷
地
内

に
破
砕
帯
（
断
層
）
が
動
く

可
能
性
を
東
洋
大
学
の
渡
辺

満
久
教
授
（
変
動
地
形
学
）

ら
が
指
摘
し
て
い
ま
す
。
断

層
が
重
要
構
造
物
で
あ
る
非

常
用
取
水
路
を
横
切
っ
て
お

り
、
動
け
ば
深
刻
な
被
害
を

も
た
ら
す
と
さ
れ
ま
す
。

対策先送り　危険な断層　規制機関なし対策先送り　危険な断層　規制機関なし

再び大事故も再び大事故も
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炉内いまだ不明炉内いまだ不明
 

減
ら
な
い

 

高
放
射
能
汚
染
水

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

は
昨
年
３
月
11

日
の
地
震

と
津
波
で
、
運
転
中
だ
っ
た

１
～
３
号
機
が
全
電
源
喪
失

か
ら
炉
心
溶
融
に
至
り
、
放

射
性
物
質
を
大
量
に
外
部
へ

　
漏
れ
出
し
た
高
濃
度
放
射

能
汚
染
水
の
処
理
も
深
刻
な

状
況
で
す
。
東
電
は
汚
染
水

を
海
へ
流
出
さ
せ
る
事
故
を

起
こ
し
た
後
、
昨
年
６
月
か

ら
汚
染
水
か
ら
放
射
性
物
質

な
ど
の
一
部
を
除
去
し
て
再

び
圧
力
容
器
に
注
水
す
る
循

環
注
水
冷
却
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
装
置
か
ら
の
汚
染
水

漏
れ
が
頻
発
、
地
下
水
の
流

入
が
続
い
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
汚
染
水
の
量
は
一
向

に
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
処
理

後
の
廃
液
な
ど
を
貯
蔵
し
て

い
る
タ
ン
ク
は
福
島
第
１
原

発
構
内
を
埋
め
尽
く
し
て
い

ま
す
。

　
温
度
計
の
故
障
が
相
次

ぎ
、
原
子
炉
内
の
状
況
は
ま

す
ま
す
分
か
り
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。
１
～
４
号
機
の

原
子
炉
建
屋
に
は
大
量
の
使

用
済
み
核
燃
料
が
入
っ
た

プ
ー
ル
が
あ
り
、
今
後
の
地

震
な
ど
に
よ
る
影
響
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

納
容
器
内
に
落
下
し
た
１
～

３
号
機
で
は
、
壊
れ
た
原
子

炉
格
納
容
器
か
ら
燃
料
を
冷

や
す
た
め
に
原
子
炉
圧
力
容

器
へ
注
ぎ
込
ん
で
い
る
水
が

原
子
炉
建
屋
や
タ
ー
ビ
ン
建

屋
の
地
下
へ
漏
れ
出
し
て
い

ま
す
。
原
子
炉
建
屋
内
は
人

が
立
ち
人
れ
な
い
ほ
ど
猛
烈

な
放
射
線
量
が
計
測
さ
れ
る

状
況
が
続
い
て
お
り
、
30
～

40
年
後
を
め
ど
と
し
て
い
る

廃
炉
作
業
の
見
通
し
は
不
透

明
で
す
。

放
出
す
る
と
い
う
史
上
最
悪

の
原
発
事
故
を
引
き
起
こ
し

ま
し
た
。
放
射
性
物
質
の
放

出
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
１
、
３
、
４
号
機
で
は
原

子
炉
建
屋
内
に
水
素
が
充
満

し
て
爆
発
し
、
折
れ
曲
が
っ

た
鉄
骨
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

が
れ
き
が
む
き
出
し
と
な
り

ま
し
た
。

　
溶
け
た
燃
料
が
原
子
炉
格

　原発ゼロへ　原発ゼロへ
政治決断のとき政治決断のとき
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あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
意
見
が
あ
っ
て
も
、
安

全
対
策
も
十
分
と
ら
れ
て
い

な
い
し
、
規
制
機
関
も
な
い

な
か
で
、
い
ま
動
か
す
こ
と

に
つ
い
て
は
反
対
で
一
致
す

る
の
で
は
な
い
か
」
と
採
決

を
求
め
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

大飯原子力発電所３、大飯原子力発電所３、４号機の再稼働反対に関する意見書４号機の再稼働反対に関する意見書

　大飯原子力発電所３、　大飯原子力発電所３、４号機の再稼動のための暫定基準が即席で作ら４号機の再稼動のための暫定基準が即席で作ら

れ、れ、専門家で構成された原子力安全委員会の承認もない中で、専門家で構成された原子力安全委員会の承認もない中で、政府は再稼政府は再稼

働を急いでいます。働を急いでいます。

　暫定基準や再稼動の条件として実施されたストレステストの内容は、　暫定基準や再稼動の条件として実施されたストレステストの内容は、東東

日本大震災の津波や揺れの記録を大きく下回るものとなっており、日本大震災の津波や揺れの記録を大きく下回るものとなっており、現在、現在、

大飯原子力発電所においては、大飯原子力発電所においては、非常用発電機は確保されているものの、非常用発電機は確保されているものの、防防

波堤のかさ上げや水素爆発対策は取られておらず、波堤のかさ上げや水素爆発対策は取られておらず、免震事務棟やフィル免震事務棟やフィル

ター付きベント設備は、ター付きベント設備は、数年先の設置となっております。数年先の設置となっております。

　さらに、　さらに、国会に設置された事故調査委員会による福島原子力発電所事故国会に設置された事故調査委員会による福島原子力発電所事故

の実態の実態・・原因の究明が不十分であるなど、原因の究明が不十分であるなど、地震に対する安全対策が十分に地震に対する安全対策が十分に

取られたとは言えない状況であるにもかかわらず、取られたとは言えない状況であるにもかかわらず、原子力発電所を再稼動原子力発電所を再稼動

することは極めて危険であり、することは極めて危険であり、周辺住民の命を軽視するものと言わざるを周辺住民の命を軽視するものと言わざるを

得ません。得ません。

　もし福井県内の原子力発電所で原子力災害が発生すれば、　もし福井県内の原子力発電所で原子力災害が発生すれば、その影響は、その影響は、

周辺地域の住民避難や放射能汚染にとどまらず、周辺地域の住民避難や放射能汚染にとどまらず、近畿約１，近畿約１，４５０万人の４５０万人の

命の水源である琵琶湖を汚染させる恐れがあります。命の水源である琵琶湖を汚染させる恐れがあります。

　よって、　よって、政府におかれては、政府におかれては、地震に対する安全対策が不十分であること地震に対する安全対策が不十分であること

から、から、大飯原子力発電所３号機、大飯原子力発電所３号機、４号機を再稼働しないよう、４号機を再稼働しないよう、強く要望い強く要望い

たします。たします。

　　　　　　　平成２４年６月２６日　　　　　尼崎市議会議長　　　　　　　平成２４年６月２６日　　　　　尼崎市議会議長

　
６
月
議
会
最
終
日
、
「
大

飯
原
子
力
発
電
所
３
、
４
号

機
の
再
稼
働
反
対
に
関
す
る

陳
情
」
が
採
択
さ
れ
た
の
に

伴
い
、
意
見
書
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
６
月
14

日
の
経
済
環
境

市
民
委
員
会
で
は
、
新
政
会

が
「
採
択
し
て
も
、
国
が
再

稼
動
を
決
め
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
」
と
、
採
決
を
し

な
い
意
見
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、
「
国
民
は

そ
ん
な
に
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
」
「
市
議
会
と
し

て
再
稼
働
反
対
の
意
思
表
示

を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と

採
決
を
主
張
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
の
委
員
は
、
「
陳
情
者

の
意
図
は
、
何
が
何
で
も
再

稼
働
反
対
か
」
と
質
問
。

　
私
は
、
「
将
来
の
原
発
の

尼
崎
市
議
会
が

大
飯
原
発
再
稼
働
反
対
の
意
見
書
を
採
択

採決の結果採決の結果

賛成賛成（（282 8 人）人）

　日本共産党、　日本共産党、公明党、公明党、

　緑のかけはし、　緑のかけはし、

　市民グリーンクラブ　市民グリーンクラブ（（44 人）人）

反対反対（（131 3 人）人）

　新政会、　新政会、市民グリーンクラブ市民グリーンクラブ（（33 人）人）


